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１．はじめに

炭素繊維を使用することなく炭化処理に適した有機繊

維・パルプから成る和紙を開発し、この和紙を前駆紙と

して薄く導電性の優れた炭素紙を容易に作製する技術を

見出した。この炭素紙は、前駆紙の多孔質性、気体透過

性が保持されているため、固体高分子形燃料電池

（PEFC）のガス拡散層（GDL）としての利用が期待で
きるため、本報では和紙から試作したオリジナル炭素紙

を GDLとして使用した PEFCの発電性能を評価した。

２．実験

２．１ 前駆紙の調製

種々の特性を有するパルプや繊維を配合して、炭化処

理に適した機能を有する紙を抄紙し、これを前駆紙とし

た。 
２．２ 炭素紙の調製

前駆紙を、シート形状を保持したまま、還元雰囲気下、

所定の昇温速度、炭化温度で炭化処理し、厚さ 100μm
の気体透過性の異なる炭素紙を調製した。

２．３ 炭素紙を使用した PEFCの発電性能
PEFC の膜・電極接合体（MEA、面積：5cm2） を、

触媒層 50%Pt/C（NE ChemCat 社製）、白金担持量
0.2mg-Pt/cm2-MEA、電解質膜：NRE212-CS（デュポン
社製）、電解質：5％Nafion 分散溶液 DE520（和光純
薬社製）の条件で作製した。

この MEA を使用し、炭素紙を GDL として PEFC 標
準単セル（5cm2、ElectroChem）を組み上げた。単セル
の発電性能（電流－電圧特性）については、評価装置：

FC5100series（チノー社製）を用いて、供給ガス：アノ
ード；水素、カソード；空気、ガス流量：アノード；

1.0L/min 、カソード；2.5L/min、セル温度：80℃、ガス
温度：80℃、湿度 95%の条件下にて測定した。なお、
市販 GDL を取り付けた PEFC の発電性能を対照として、
炭素紙の GDL性能評価を行った。

３．結果及び考察

３．１ 炭素紙の PEFC用GDL評価
炭素紙を使用した PEFC単セルの電流－電圧特性を測
定した。その結果、市販 GDL を対照として使用した

PEFC 単セルの最大電流密度を 100％とすると、図に示
す電流－電圧特性が得られた。その最大出力密度は市販

GDL の 90%以上であり、炭素紙は市販 GDL に匹敵す
る GDL 性能を示した。また、炭素紙を用いた PEFC の
発電性能は、市販 GDL を用いた場合に比べて、高電流
密度域で高い電圧が得られた。一般に PEFCの電極（カ
ソード側）で生成した水が GDL や MEA の触媒層内部
で凝縮し、PEFC の反応に必要な酸素の供給が阻害され、
高電流密度域で電圧が低下する現象（フラッディング現

象）が発生する。通常この現象を軽減させるため、

GDL には撥水処理などが施される。今回の結果は炭素
紙が撥水処理されることなく、市販 GDL に比べて、フ
ラッディング現象抑制機能が高いことを示唆した。

４．まとめ

和紙から作製した炭素紙は、PEFC の発電性能におい
て、市販 GDL に匹敵する性能を示し、耐フラッディン
グ性向上に有効であった。今回の結果から、炭素紙は

PEFC 用 GDLとしての用途が十分期待できた。
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図 炭素紙を GDL として使用した FEFC の発電性
能（電流－電圧特性）


